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障がい者支援施設の

ここがおすすめ！
特 集

　職業訓練課では、個々の身体状況に応じ、退所後の就
労や生活の充実に活かせる技能の習得を目指した訓練を
行なっています。
　パソコンの訓練は、経理事務科と電算事務科で行なっ　
ています。 「経理事務科」では、主にパソコンに初めて触
れる方や初心者の方を対象に、パソコンの基本的な操作
技術や知識、Word・Excelの基礎を中心に学んでいただ
きます。基礎的な力がつくことを大切に、理解度や技能
に応じて無理なく進めています。
　「電算事務科」では経験者の方を対象に、Word・
Excelの応用、PowerPoint、illustrator等を学んでいた
だきます。利用者の方
の個々の意欲や興味に
応じた内容で進めてお
り、希望があればコン
ピュータサービス技能
評 価 試 験（CS検 定 ）
の受検もできます。
　 「能力開発科」では、

　障がい者支援施設では、障がいを持ったことでそれま
で通りに働けなくなった方に対し就労支援を行っていま
す。復職を目指す方に対しては、その方に合った業務や
働き方を会社側と調整し、復職後の支援体制を整える
支援を行っています。また、新規就労を目指す方に対し

▲施設棟理学療法室

▲能力開発科での片手動作訓練

ループマット、ペーパーブロック等の手工芸作品の製作を
行なっています。一定時間、集中して手作業に取り組むこ
とは作業耐久性の向上に役立っています。

　当施設では、障がい者の自動車運転訓練を行っていますが、
今回はこれ以外の訓練・支援の特徴についてご紹介します。

　障がい者支援施設の機能訓練部門では、理学療法士
３ 名、作業療法士３ 名で他の専門職とチームを組んで、
訓練を行っています。病院での治療とは違って、施設の機
能訓練は、動くところをより一層鍛えたり、使い方を練習
することで、社会復帰や生活の自立などそれぞれの目標を
目指しています。
　必要な方には、身体の状況に合わせた自主的なトレー
ニングメニューを各担当療法士が作成し、退所後もご自
身で機能を維持する習慣を身につけられるようにしていま
す。また、スポーツ体験、復職に向けてのトレーニングや
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環境整備の助言も行っています。
　障がいがあっても、残された機能を維持したり向上させ
ることで、充実した生活が送れるよう支援しています。
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▲ふるさと社ミーティングの様子

　健康管理室には、医療依存度の高い方へ対応するた
め、 ８ 名の看護師が配置されており、利用者の方が心
身ともにより良い健康状態を維持、増進できるように支援しています。
また、ご自身の健康管理のために必要な知識や方法を身につけ、退所
後の生活が充実して送れるように、共に考え活動しています。
　看護師は24時間で勤務していますので、体調不良や緊急時には、医
師に連絡をとり対応することができます。

　当施設では、障害者総合支援法に基づき、高次脳機能
障害者の社会復帰支援を行っています。県内唯一の模擬
会社「ふるさと社」での活動を通して、記憶、注意、作業
遂行機能、社会的行動障害などに対する訓練を実施して
います。
　ここでは、模擬会社活動を通して自分自身と向き合い、
高次脳機能障害に対する気づき＝「自己認識」を深め、
対処方法や補完方法を獲得するための訓練を行います。

また、時間に沿って集団の中で適切な行動が取れるよう
に練習するなど、様々な活動を通して社会参加の可能性
を検討していきます。
　「ふるさと社」の活動として、個別訓練と集団活動を実
施しています。午前は、作業療法士や訓練指導員が個別
に訓練を担当します。午後は、生活支援員、言語聴覚士、
心理職、作業療法士、訓練指導専門員が曜日別で集団
活動を担当しています。このように多職種による様々な活
動を通して、スケジュール帳やメモの使用などの補完手段
の活用方法を練習したり、対人スキルを学習する機会を
提供しています。
　最近では、復職や新規就労を目指す方に対して、障害
者職業センターで開発された「ワークサンプル幕張版」を
導入して、様々な作業を体験したり、職業生活に必要なス
キルを獲得するための訓練を実施しています。

▲ワークサンプル訓練の様子

▲健康チェックの様子

ては、その方に合った働き方の提案を行ったり、ハローワー
クや就職説明会へ同行する支援を行っています。
　日頃の機能訓練や就労に耐え得る体力や技能を身につ
ける職業訓練に加え、OTの「就労準備グループ」では、
障がいを持って働くための学習を行っています。また、各
職種で構成される「就労支援チーム」でその方に合った
就労について様々な視点で検討し、就労支援を行う際に
活かしています。

施設への入所・通所の利用については、

「地域連携課」に

お気軽にお問い合わせください。

TEL：026-296-3953（代表）
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補装具費支給制度について
質問に
お答え
します！

どのように利用したらよいですか？

「障がい者が日々の生活の中で必要な移
動等の確保や、働くために必要な補助

をする等、お身体の代わりをする用具」とさ
れています。その用具に必要な費用の一部若
しくは全額を公費で負担し、購入できる制度
です。補装具には様々な種目がありますが、
車椅子、義手等が利用されています。

Q.

この制度を知らなくて先に購入しましたが、制度を利用できますか？

「補装具」とはなんですか？Q.
A.

A.

A.

申請窓口は、お住いの市町村の障害
福祉担当課になります。いくつか必

要な書類がありますので、書類や手続きに
ついてお問合せください。
補装具は、「医学的に必要で
ある」ことを根拠として支給
されますので、ほとんどの場
合、「医師の作成する意見書」
が必要となります。

どのような方が対象になりますか？Q.

A. 対象者は「補装具を必要とする障害者、障害児、難病患者等」とされています
が、具体的には「身体障害者手帳を所持し
ている」又は「指定難病である」ことが必
要です。
なお、世帯人員に市町村民税所得割の納税
額が46万円以上の方がいる場合は、公費負
担の対象外となりますので、市町村の障害
福祉担当課にてご確認ください。

Q.
補装具は市町村からの支給決定が無ければ、支給を受ける
ことができません。事前に購入したものは対象外ですので、

必ず購入又は製作する前に市町村に相談してください。また、公
費による支給であるため、「あれば便利だから」、「欲しいから」と
いう理由では認められません。必ず「意見書」による医学的な根
拠が必要となります。

補装具が購入できるまで、期間はどのくらいかかりますか？

A.
Q.

提出書類が問題無ければ、申請から概ね２週間～１
か月程度で支給の可否が分かりますが、再調査等に

より内容の確認をする場合、それ以上かかる場合もありま
す。
また、申請する補装具が、「義肢（義手、義足）」、「電
動車椅子」、「座位保持装置」の場合、来所判定又は巡回
相談による「直接判定」が必要となりますので、通常より
長くお時間をいただくことがあります。 直接判定の様子

▲X線テレビ装置

　補装具費支給制度のご不明の点については、市町村の障害福祉担当課又は「更生相談室」へお問い合わせくだ
さい。なお、当センター病院をご利用中の方は、「地域医療福祉連携室」へお問い合わせください。

更生相談室　身体障害者福祉司　高地　麻妃
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　「リハビリバンド」は、センターの医師、看護師、リハ
ビリ関係職員等の職員有志からなる音楽バンドです。毎
年入院患者さんや施設利用者さんに向けたコンサートを
開催してきました。しかし、2019年10月の台風19号によ
る千曲川の氾濫のための浸水被害、そして新型コロナウ
イルス感染症の蔓延のため、コンサートが開催できない
状況が続いていました。
　昨年12月上旬、感染者数が減少してきたため、 ２ 年
ぶりにクリスマスコンサートを開催することが出来ました。

会場では、演奏者と観客の間にビニールシートを張りめぐ
らし、観客同士の距離を十分取るなど、感染予防対策を
講じて実施しました。クリスマスイブ（山下達郎）、見上げ
てごらん夜の星を（坂本九）などを演奏し、入院患者、利
用者の皆さんに、いい笑顔で楽しんでいただきました。

「C6頸髄損傷者の車いすと自動車間の
移乗方法」の動画を制作しました！

Report
報告

「リハビリバンド」が
クリスマスコンサートを開催！

　理学療法科では、人工膝・股関節術後の自宅でできる体
操等をホームページとYouTube動画で公開しています。
　今回は、C 6 頸髄損傷者の車いすから自動車、および自
動車から車いすへの移乗方法についての動画を制作いたし
ました。
　＜動画の構成＞
　① C 6 頸髄損傷レベルでの「できる動作」と
　　「できない動作」の説明

　② 車椅子から自動車および自動車から車椅子への
　　移乗の実際（理学療法士による実演）
　　移乗方法のポイントを分かりやすく解説

　③実際の患者様の移乗の様子

　次回は、C 6 頸髄損傷者の自動車への車いす積み込みに
ついて動画を制作する予定です。
　リハビリテーション療法部理学療法科

理学療法士　清水　果奈子、宮崎　千章

Report
報告

YouTube動画は、
こちらから

YouTube動画は、
こちらから
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田丸名誉所長が「医療功労賞」を受賞しました!

動画で学ぶ高次脳機能障害

ホームページのブログを日 更々新しています

長野県リハ　ブログ

当センター作成の動画オープニング

　田丸名誉所長が、読売新聞社主催の令和３ 年度 
（第50回）「医療功労賞」を障がい者福祉の分野で受
賞しました。
　専門分野が脳神経内科で、当センター勤務開始当
初から高次脳機能障害の治療、リハビリに先進的に
取組んできました。
　2004年に当センターは長野県内の高次脳機能障害
支援拠点機関としての指定を受け、名誉所長は県内
で指定された３つの医療機関との全県における支援
体制の構築にも尽力されました。

　長野県内には、高次脳機能障害の方が適切な支援
を受けられるように、高次脳機能障害支援拠点病院
が４か所あります。東信地域は佐久総合病院、中信
地域は桔梗ヶ原病院、南信地域は健和会病院、そして、
北信地域は当センターが指定を受けています。
　拠点病院では、毎年、高次脳機能障害に関する研
修会を行っています。令和３ 年度は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大の状況を鑑み、皆さんに集まっていた
だく研修会に代わり、高次脳機能障害についての動
画を作成しました。
　動画は以下の４ 本から構成されており、YouTube
で公開しました。

① 桔梗ヶ原病院作成
　　「これってもしかして高次脳機能障害？」

　　（約 8 分）
② 佐久総合病院作成
　　「適切な診断と支援～どんな症状？どんな対応？」

　　（約 8 分）
③ 当センター作成
　　「就労に向けての支援」（「ふるさと社」での訓練）

　　（約15分）
④ 健和会病院作成
　　「障がいがあっても働ける～就労者インタビュー」

　　（約20分）

　動画配信としたことで、病院や施設での支援や、当
事者の方の思いを多くの方にお届けすることができま
した。
　①～③は、引き続き皆様にご覧いただけるように準
備しています。掲載方法がなどが決まりましたら、当
センターホームページでご案内します。

　令和３ 年 ４月にリニューアルした当センターのホー
ムページで、新たにブログを始めています。現場職員
が書いたブログを通して、当センターの活動、特長、
魅力等をお伝えしています。
　センターの各部署で分担し、月に数回更新して、当

センターのホットな情報をお伝えしていますので、是
非ご覧ください。
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職員エッセイEssay of the sta�

･････ 材 料（2人分）･････

ごぼう ･･･････ 40g
うど ･････････ 40g
ピーマン ･････ 30g
赤パプリカ ･･･ 30g
ベーコン ･････ 20g
サラダ油・・・小さじ2（8g）

洋風きんぴら
･････ 作 り 方 ･････

①ごぼうは、ささがきにして水に
さらし、水気を切る。ウドは外
皮をむき、短冊に切る。ピーマ
ン、赤パプリカは細切り、ベー
コンは短冊切りにする。

②フライパンに油を熱してごぼう
を炒め、ウド、ピーマン、赤パ
プリカ、ベーコンを加えて炒め
合わせ、一度火を消す。

③Aを加えて混ぜ、中火にかけて
汁気がなくなるまで炒める。

･････ 作 り 方 ･････
①ごぼうは、ささがきにして水に

さらし、水気を切る。ウドは外
皮をむき、短冊に切る。ピーマ
ン、赤パプリカは細切り、ベー
コンは短冊切りにする。

②フライパンに油を熱してごぼう
を炒め、ウド、ピーマン、赤パ
プリカ、ベーコンを加えて炒め
合わせ、一度火を消す。

③Aを加えて混ぜ、中火にかけて
汁気がなくなるまで炒める。

Point
★ごぼうは市販の切ごぼうを使っても上

手にできます。
★ベーコンの代わりに豚肉や鶏肉、牛肉の

こま切れを使っても美味しく作れます。
★多めに作り、常備菜として活用しても

良いです。

しょうゆ･･･ 小さじ1（6g）
みりん ････ 小さじ1（6g）
砂糖 ･･････ 小さじ1弱（2g）
酒 ････････ 小さじ2（10g）
塩 ････････  1g
こしょう･･･ 少々

A
（1人分栄養量）

エネルギー 121Kcal

たんぱく質 2.4g
脂質  7.9g
食塩相当量 1.1g

今日の
一品

センタ
ーの

食事か
ら

「私の始まり～多々ある中のひとつ～」

　私は東京の病院の付属学校で看護を学びま
した。整形外科病棟での看護実習で、私は頸
髄損傷のHさんを受け持つことになりました。
上野公園の西郷隆盛さんのような容貌で、大き
な方でした。車椅子での生活で、体が大きいの
でリフターによる移動、お風呂はハバード浴、
特殊スプーンでの掻き込むような食事スタイル
の方でした。できることは何でもご自分でやっ
ておられました。手指にも障がいがありました
が、細かいピースのジグソーパズルなどお手の
物でしたし、粘土で作った花瓶や湯飲みなどの
陶磁器はすばらしいものでした。
　看護学校を卒業後、整形外科病棟に配属に
なり、またHさんと縁がありました。私は東京
で何年暮らしても長野まるだし（？）だったので、
隣県新潟出身のHさんとは気が合い、声をかけ
てもらったり教えてもらったりの毎日でした。

　春が旬の新ごぼうとウドには、食物繊維が多く含ま
れています。食物繊維には、おなかの調子をととのえ
たり、血糖値の上昇をゆるやかにするなどの多くの働
きがあります。
　旬の食材の風味と食感を味わいながら、食物繊維
を積極的にとることが出来る副菜です。

　 3 年間の勤務後、私は
長野に戻ることになり、当
センターに就職しました。
他にも病院があった中この
病院を選んだのは、脊髄
損傷の方々のリハビリに惹
かれたからです。Hさんの
限られた範囲での生活を思うと、もしこのセン
ターに来ていたらもっと違った生活があったの
ではないかと考えました。脊髄損傷の方の看護・
リハをやりたいという思いが強かったのは、Hさ
んとの出会いが大きかったと思います。
　長く働いていると良いことも悪いこともありま
す。嫌なことがあり、もう看護師をやめたいと
思うときがありますが、そのHさんを思い出し“も
うちょっと頑張るか”という気持ちになります。
そして今の私に続いています。

看護師　柄澤　秀代
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お 知 ら せ

担 当 医 師 月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

田丸 冬彦 ○ ○ ○

森田 有紀 ○

清野 良文 ○ ○ ○

立岩 　裕 ○ ○

木下 久敏 ○
月 2 回

笠間 　進 ○ ○

井川 靖彦 ○
月 2 回

　※諸事情により、担当医師が変更・休診となる場合がございますので、ご了承ください。

外来診療案内

診療時間 午前	 9 ：00　〜　12：00
午後	 1 ：00　〜　	 4：00

　◎外来診療は、予約制としています。予めお電話で予約をお願いします。
　　なお、脳神経内科・内科及び麻酔科の受診については、事前にご相談ください。
　◎紹介状が無くても受診できます。
　◎清野医師の外来日に褥瘡外来を実施します。事前にご相談ください。

令和 4 年 4 月現在

電話による予約受付時間 月曜日〜金曜日：午後 １ 時〜午後 ４ 時
連　絡　先 ☎０２６ー２９６ー３９５３ 〈代表〉
備　　　考 土・日・祝祭日は、予約受付を行っていません。

長野県立総合リハビリテーションセンター
広報委員会
長野市下駒沢618 ー 1
026 ー 296 ー 3953　　　                    026 ー 296 ー 3943
https://www.nagano-reha.pref.nagano.lg.jp

発 行 ：
編 集 ：
住 所 ：
T E L ：
U R L ：

F A X ：

脳神経内科・内科

整 形 外 科

麻　　 酔　　 科

泌 尿 器 科

　この 4 月、組織改正により「地域医療福祉連携室」が「地域連携課」となり
ました。
　同課において、引き続き医療機関からの転院・入院等の相談、入院患者及び
外来患者の医療福祉に係る相談、当センター障がい者支援施設の利用（入所、
通所）に係る相談、入所者の計画相談支援等を担当しますので、お気軽にご相
談ください。　　 　◆電話：026－296－3953（代表）◆FAX：026－296－3943

関
節
外
科

脊
椎
外
科

が設置されました「地域連携課」


